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Next,eachsubscalewascomparedamongthegradesofthestudents.According

totheVocationallndecisionScale,thescorefor"emotionalconfusion"andthatfor

"avoidanceofproblems"significantlyhigherin2nd-yearstudentsthanlst-year

students.Thescorefor"achievingadecision"significantlydifferedbetweenthelst-

yearand2nd-yearstudentsandbetweenthe2nd-yearand3rd-yearstudents,being

thelowestinthe2nd-yearstudents.

Additionalsurveysonthisissueareneededtoestablishvalidandreliablesub-

scalesrelatingtovocationalindecision.
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は じ め に

青年期はさまざまな役割実験を繰り返しなが

ら,幼児期からの同一化群を統合し,｢自分は

何者か｣という自己疑念に対する答えを模索し

ていく時期である｡Eriksonl)によると,青年

期には職業決定を核とした社会的役割の獲得に

よって,自我の確立が達成される｡
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したがって,職業決定 ･未決定の状態は職業

的同一性の達成度を表すだけでなく,自我の確

立度を推測する上でも重要な尺度となりうると

考えられる｡

これまで,学生の自我同一性形成や職業的同

一性形成の達成度を測定する尺度として,

Marciaによって考案された半構造化された同

一性地位面接2や,中西 (1982)3)の価値観と職

業観の二領域における同一性地位尺度,あるい

は松下 (1989)4'の看護学生用の自我同一性地

位テストなどが用いられてきた5-7)｡これらは,

学生の自我あるいは職業的同一性の発達状態を
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知るため,調査結果により学生を同一性達成,

早期完了,モラトリアム,同一性拡散の4つの

地位に分類 (タイプ分け)するものである｡

これに対して,職業未決定という状態につい

ての研究は,同一性地位の研究ほどはされてい

ないようである｡ 青年期にあたる学生が,将来

の職業を決定できない,あるいは決定していな

いという状況には,積極的モラトリアムから,

スチューデント･アパシーと言われる学生生活

の不適応からくる無気力まで,さまざまな状態

が含まれている｡ そこで,職業未決定の状態が

どのようなものかを知ることで,その学生の自

我同一性や職業的同一性の発達度がある程度推

測されうることを下山 (1986)8,9)は示唆してい

る｡

看護はもともと専門性の高い分野であり,辛

業後の就職についてもある程度職種が限定され

ていることから,職業未決定はあまり注目され

ることがなかったと思われる｡しかし,看護草

生においても,近年は偏差値重視の進路指導で

学科選択をしている者が増加し,入学後の不適

応や卒業後の職業決定ができない等の問題が指

摘されてきている｡松下 (1989)によると,職

業的同一性地位がモラトリアム群のものは,香

護学校卒業後さらに進学を希望する傾向にある｡

これらの職業決定ができない学生に対しては,

その職業未決定の状態 (態度)を見極めた上で

の関わりが必要であると考える｡

そこで,本研究では職業未決定尺度を用いて,

看護学生の職業未決定の状態 (タイプ)を表す

下位尺度の作成と,項目の検討を行うことを第

1の目的として,作成した下位尺度で学年比較

を行うこを第2の目的とした｡

方 法

1.対 象

京都市内の3年制 A短大 ･B短大の看護学

生531名を対象に調査を実施した｡

2.調査期間および方法

調査期間は1998年4月～5月であった｡調査

法は質問紙留置法を用いた｡

調査項目は,下山 (1986)の職業未決定尺度

を一部修正し使用した｡質問項目は37項目であ

った｡

評価法は4件法で ｢あてはまる｣を4点,

｢ややあてはまる｣を3点,｢あまりあてはまら

ない｣を2点,｢あてはまらない｣を1点とし

て得点化した｡また,各下位尺度内の項目得点

を合計したものを下位尺度得点とした｡

分析方法は,因子分析,spearmanの順位相

関係数,上位下位分析,cronbachのα係数,

分散分析,下位検定にはTukey法を用いた｡

結 果

回収数は1回生128名 (70.3%),2回生144

名 (82.8%),3回生97名 (55.4%),合計369

名 (69.5%)であり,性別は男子10名 (2.7%),

女子359名 (97.3%)であった｡本研究におい

ては男女比により性別比較が困難なため,女子

学生のみを分析対象とした｡

1.下位尺度の作成

職業未決定の尺度項目には職業の既決を示す

4項目が含まれており,職業未決定の状態を表

す他の項目とは内容的にも一線を画している｡

そのため,この4項目を除いた33項目について

因子分析し,固有値1.0以上でバリマックス回

転を行った結果,職業未決定の状態を表す3因

子が抽出された｡回転後の因子負荷量は表1に

示す通りである｡

第 1因子は,｢誤った職業決定をしてしまう

のではないかという不安があり,決定できな

い｡｣｢職業決定のことを考えるととても焦りを

感じる｡｣など,職業決定についての不安や焦

り,自信喪失を表しており,｢情緒的混乱｣と

名付けた｡第2因子は,｢生活が安定するなら,

職業の種類はどのようなものでもよい｡｣とい

う自分の適性や興味を職業決定に結びつけてい

こうとしない安易な考えや,｢できることなら

職業決定は,先に延ばし続けておきたい｡｣な

ど,職業決定という問題と直面することを避け

たり先延ばししている状態を表している｡ そこ

で ｢問題回避｣と名付けた｡第3因子は,｢職
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表 1. 再構成された職業未決定尺度の下位尺度

下位尺度 質 問 項 目 因子負荷量 ト 係数 総項目得点との相関係数

Ⅰ Ⅲ Ⅲ情鰭 21.誤った職業決定をしてしまうのではないかという不安があり, 0.71 0.16 0.180.70 0.27 0.03 0.89

0.660.67決定できない○24.将来の職業のことを考え
ると気が滅入ってくる○ll.職業決定のことを考えると,とても焦 りを感 じる○ 0.69-0

.11 0.05 0.4917.これまで自分自身で決定するという経験が少なく,職業決定 0.66 0.35 0.030.64-0.12 0.08 0.630.46のことを考えると不安になる○5.
望む職業につけないのではと不安になる○28.今の状態では,自分の一生の仕事などみつかりそうもない

○ 0.62 0.44 0,16 0.7023.職業につけたとしても,うまくやっていく自信が

ない○ 0.61 0.26-0.06 0.56的 33.自分が職業としてどのようなことをやりたい
のかわからない○ 0.56 0.46 0.17 0.6527.自分一人で職

業を決める自信がない○ 0.56 0.39 0.18 0.64混乱 2.自分の将来の職業については,何を基準に考えたらよいのか 0.52 0.22 0.170.51 0.

20 0.180.46 0.27 0.17 0.520.570.47わ

からない

o22.私は,いつも自分で実現できないような職業ば

かり考えている○9.自分がどのような職業に適しているのかわからない○15.自分の職業については,いろいろと計画をたてるが,一貫性 0.46 0.32 0.

300.45 0.21 0.23 0.550.48がなく,次々に変化していく○30.私は,あらゆる

ものになれるような気持になる時と,何にもなれないのではないかという気持になる時があるo問題 26.自分にとって職業につくことは,それほど重要

なことではな -0.00 0.64 0.080.39 0.62 0.

08 0.82 0.470.63い029.将来の職業については,考える意欲が全くわかない○13.自分を採用 してくれる所なら,どのような職業でもよいと思 0

.08 0.56

-0.040.50 0.56 0.050.34 0.53 0.29

0.37

0.540.63つている○16.自分の知って
いる職業の中で,やりたいと思う職業がみつからない○4.できることなら職業決定は,先に延ばし続けておきたい○32.できることなら誰か他の人に自分の職業を決めてもらいたい 0.40 0.52 0.07

0.18 0.52 0.08

0.22 0.52 0.210.00 0.50-0.10 0.5

00.470

.530.34回避 と思うことがあるo34.

できることなら,職

業など持たず,いつまでも好きなことをしていたい○3.

せっかく大学 (短大)に入ったのだから,今は職業のことは考えたくない7.生活が安定する
なら,職業の種類はどのようなものでもよい○37.自分の将来の職業について真剣に考えたことがない○

0.25 0.50 0.04 0.4610.職業決定と言われても,まだ先のことのよう

でピンとこない○ 0.33 0.45 0.31 0.5236.学歴や "ツテ日を利用 してよい職業につきたいo 0.05 0.40 0.24 0.37積檀的模 31.これだと思う職業がみつかるまでじっくり探 していくつもり 0.06 0.03 0.750.06 0.15 0.66-0.02 0.

22 0.

640.16-0.08 0.620.39 0.01 0.570.46 0.07 0.54 0.75 0.580.470.420.440.480.49だ○35.職業は決まって

いないが,今の関心を深めていけば職業につながつてくると思

う○12.職業を最
終的に決定するのはまだ先のことであり,今はいろいろなことを経験 してみる時期

だと思う○6.将来,やってみたい職業がいくつかあり,それら
についてい索 ろいろ考えて

いる○18.職業に関する情報がまだ充分にないので,情報を集めてから

決定したい○25.将来の職業についてはいくつかの職種に絞られてきたが,最終的にひとつに決められ

ないo既漢 1.自分の職業計画は,着実

に進んでいると思う○ 0.78 0.578.自分のやりたい職業は決まってお
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表2. 職業未決定の下位尺度間の相関係数

下位尺度 情緒的混乱 問題回避 積極的模索 既 決

情緒的混乱

問題回避 0.66****

積極的模索 0.46**** 0.38****

既 決 -0.67**** -0.53**** -0.48****

****p<o･0001

表3. 職業未決定下位尺度得点の学年比較

下位尺度 学年 平均値±標準偏差

情緒的混乱

1

2

3

≡喜二…≡…:46コ*
27.3±7.8

問題回避

1

2

3

三;:…≡喜:三コ*
19.6±6.0

積極的模索

1

2

3

15.0±4.4

15.5±3.9

14.4±4.2

既 決

1

2

3 1:壬.:4g_;2g;o:]];
*p<0.05

業を最終的に決定するのはまだ先のことであり,

今はいろいろなことを経験してみる時期だと思

う｡｣など,将来の職業決定に向けて積極的に

模索している段階と言え,｢積極的模索｣と名

付けた｡

2.下位尺度の信頼性の検討と項目の調整

この抽出された3因子を職業未決定の下位尺

度とし,各下位尺度の信頼性の検討のために,

各項目得点とその項目を除いた下位尺度内の総

項目得点との相関係数 (〟)をとった｡その結

莱,P≦0.20の1項目 (第2因子)を除外した｡

次に,残る32項目において,項目分析による下

位尺度の内的整合性を検討するため,上位下位

分析を行ったところ,全ての項目において1%

水準で有意差がみられた｡さらに,各下位尺度

のα係数をみたところ,表1に示す通り0.75か

ら0.89という値であり,一応の内的整合性を有

していると判断された｡よって,これらの項目

を因子負荷の大きい順に下位尺度として採用し

た｡

また,因子分析の際に除外した職業既決の4

項目について,各項目得点とその項目を除いた

総項目得点との相関係数をみたところ,0.53か

ら0.65という値であった｡上位下位分析でも全

ての項目において1%水準で有意差がみられ,

α係数は0.78であった｡そこで,この4項目も

下位尺度に加え,｢既決｣と命名した｡

以上の4尺度を職業未決定の下位尺度として

採用した｡表1は,各下位尺度の質問項目,各

項目の因子負荷量,各下位尺度のα係数,各項

目得点とその項目を除いた下位尺度内の総項目

得点との相関係数を示したものである｡

3.下位尺度間の相関

下位尺度間の関連をみるため相関係数をとっ

たところ,全ての尺度間で有意な相関 (p<

0.0001)がみられた｡このうち ｢既決｣と他の

下位尺度との間では,いずれも有意な負の相関

を示した｡(表2)

4.学 年 比 較

職業未決定の各下位尺度得点を学年比較した

結果,｢情緒的混乱｣と ｢問題回避｣において,

1回生と2回生の間に有意差 (p<0.05)があ

り,2回生が1回生より高得点であった｡また,

｢既決｣は1回生と2回生,2回生と3回生の

間に有意差 (p<0.05)があり,1回生が最も

高得点で,3回生が次に高く,2回生は最も得

点が低かった｡｢積極的模索｣は学年により有

意差はみられなかった｡(表3)
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考 察

1.下位尺度の構成

看護学生の職業未決定の状態の分類尺度 (下

位尺度)を作成するために,職業未決定尺度を

用いて調査を実施した｡職業未決定尺度は,職

業未決定の態度を表しており,因子分析により

4つの下位尺度を抽出した｡｢情緒的混乱｣は,

前述したように職業決定という課題に直面し,

不安や焦りを感じたり,自信を失ったり,ある

いは考えるがわからない,非現実的なことを考

えるなど,混乱に陥っている状態と考えられる｡

自己決定に自信がなく,そのため将来に不安を

感じていることから,自己に村する基本的な信

頼ができていないために決定できないのではな

いかと推察される｡これは,自我の発達が未熟

な上に,今まで自己決定の経験が不十分であっ

たのに職業決定を迫られて,取り組めないでい

る状態と考えられる｡

｢問題回避｣は,職業決定という課題に向き

合おうとせず,｢先に延ばし続けておきたい｣

｢真剣に考えたことがない｣｢どのような職業で
もよい｣など,安易な考えや,当面は考えたく

ないという態度を表している｡真剣に考えるこ

とを避けているため,｢情緒的混乱｣のような

不安や混乱がみられないと思われる｡ また,

｢できることなら,職業など持たず,いつまで

も好きなことをしていたい｡｣にも代表される

ように,未だ生涯の問題ともなる職業を持つと

いうことが受け入れられていない｡職業決定は

社会的役割獲得の中核をなすものであり,社会

との能動的な関わりを意味するものである｡ ま

た,職業決定は社会の中での自分の生き方を決

めることでもあり,このタイプの学生は,自我

の発達が未熟であることから,自分の将来につ

いて,自立した生き方を具体的に想像すること

ができない状態でなないかと推察される｡

｢積極的模索｣は,積極的に自分の通性に合

った職業を探していこうとする態度である｡ 前

の ｢情緒的混乱｣｢問題回避｣とは異なり,最
良の選択をするための猶予期間であると考えら

れ,｢模索｣の段階が進めば決定に至る,いわ

ば最も職業決定に近い未決定の状態である｡

｢既決｣はすでに職業決定をしている段階であ

り,自我の確立度も最も高いことが予想される｡

なお,本研究では職業未決定尺度の下位尺度は,

因子分析の結果4尺度で構成されたが,下山は

6尺度で構成されていた｡下位尺度項目を比較

すると,比較的よく合致しており,｢情緒的混

乱｣は下山の ｢未熟｣｢混乱｣,｢問題回避｣は
｢安直｣｢猶予｣,｢積極的模索｣は ｢模索｣,｢既
決｣は ｢決定｣に対応していた｡｢未熟｣｢混
乱｣は実際に職業決定という課題にぶつかって

答えを出せない状態であり,｢安直｣｢猶予｣は
この課題を避けて通ろうとしている状態である

という共通点があり,今回の因子分析でそれぞ

れ1因子に集約されたものと考える｡

2.下位尺度間の相関

各下位尺度間の相関は,表2に示す通り,4

尺度すべてにおいて有意な相関がみられ,それ

ぞれの状態が互いに無関係のものではないこと

を示していた｡｢既決｣においては,｢情緒的混

乱｣｢問題回避｣｢積極的模索｣とそれぞれ負の
相関が認められたが,これは ｢既決｣という状

態が,職業未決定の状態を表す他の3つとは異

なっているため,納得のいく結果であるといえ

る｡

3.下位尺度得点の学年比較

下位尺度得点の評価は,得点が高いほどその

傾向が高くなるように配点されている｡ 今回の

分析より,平均値をみると ｢情緒的混乱｣と

｢問題回避｣において,1回生では最も得点が

低く,2回生になると上昇し,3回生でまた少

し戻って低くなるという結果であった｡これは,

調査時期が4-5月であったことから考えると,

1回生は入学後まだ間もない時期であり,入学

前からある程度将来の職業を意識して進路決定

した結果,職業決定に対し,安定した態度を保

っていたと考えられる｡2回生になってこれら

の得点が上昇しているのは,1年間看護職にむ

けての専門教育を受け,｢自分は看護婦として

やっていけるのか｣｢看護婦という職業は本当
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に自分に合っているか｣と,自分の能力や適性

を評価 し始めて,迷いが生じてきているためで

はないかと推察される｡ 3回生では再び下降し

ているものの, 1回生より高得点のままとどま

っている｡ 2回生と比べて下降しているのは,

2回生の間に自我や職業の同一性形成が促進さ

れた結果とも考えられる｡ しかし,今回の調査

では職業未決定の状態に影響を及ぼす要因につ

いての探索は行っていないため,今後検討が必

要な課題である｡また,職業の ｢既決｣におい

ても, 1回生で最も高く,2回生で下降し,3

回生で上昇 していた｡下山41の調査では,先に

述べた職業未決定尺度の下位尺度である ｢安

直｣｢混乱｣において,やはり2回生で得点が

上昇し,3回生で再び下降している｡ また,笠

井ら (1996)川)の看護学生の同一性地位研究に

おいて,職業同一性 SCTによる測定で, 1年

生が最も高得点で,3年生のほうが低 くとどま

っているという結果も報告されている｡今回の

調査結果はこれらと一致するものであった｡

3回生は,調査時期が実習導入時期であり,

臨地実習による影響はまだ強く受けてはいない

と思われる｡ 今回の調査結果から,職業未決定

の状態は固定的なものでなく,学年が進むにつ

れて流動的に変化 していくものであることが推

測される｡ 3回生においては,臨地実習の経験

が自我同一性と職業的同一性形成の促進に大き

く影響すると考えられるため,今後調査時期を

変えてみる必要がある｡

結 論

職業未決定尺度を用いて,看護学生の職業未

決定の状態を測定し,下位尺度を作成した｡そ

の結果,以下のことが明らかになった｡

1.職業未決定の状態は, 1)情緒的混乱

2)問題回避 3)積極的模索 4)既決の

4つの構成因子により表されていた｡

2.職業未決定尺度では, 1)情緒的混乱

2)問題回避において,2回生が1回生より

有意に高得点であった｡また,4)既決にお

いては1回生が3回生より有意に高得点であ

り,3回生は2回生より有意に高得点であっ

た｡

看護学生では,職業決定が 1回生で最も高く,

2回生では下降し,3回生でまた上昇するとい

う変化をしていた｡今後,下位尺度の構成因子

の安定をはかるためには,さらに調査が必要で

ある｡また,自我同一性との関連を実証的な研

究で明らかにしていくことが重要であると考え

る｡

最後に,研究にご協力いただいた京都府立医療技

術短期大学部の西田直子先生と被験者の皆様に深 く

感謝いたします｡
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